






















目指すことを確認した。この『ガイドブック』のモデルとして、G. Habel, The 
Season of Creation: A Preaching Commentary (Minneapolis: Fortress, 2011)を検証し
てみることが提案され、その線で年間の研究会の計画を立てることとした。












The Season of CreationのB年第1主日「人間の日曜日」について報告をした。ハ
ベルは創世記1章26-28節のこれまでの解釈を振り返り、キリスト教思想の根深い
ところにある人間中心主義と二元論を指摘した。そのうえでハベルは、この箇
所と創世記2:15と結びつけて、<（王のように）地を支配する>から<（奴隷/僕
のように）地に仕える>と役割の転倒を示す。それによって地と人間の有機的
なつながりを主張する。
　次にハベルは詩編8篇を人間の他の被造物に対する王的な支配を、ヨブ記7章
を結びつけることによって、人間と他の被造物の地位を逆転しようと試みる。
しかし、その結びつきは恣意的と言わざるを得ない。
　第4回研究会は1月13日（水）に開かれた。この回の研究会では、東よしみ研究
員がヨハネによる福音書1章をめぐるエコロジカル聖書解釈の事例を検討した。
ハベルの主張によれば、ヨハネ1章に見出されるのは地球に否定的な二元論であ
り、それは、創造の前に存在した霊的な世界と創造の後に創り出された物質的
な世界とを想定する。しかし、天上、霊的世界と地上、物質世界を分け、前者
を後者よりも優位に位置付ける箇所はヨハネ福音書の一部に存在するものの（3:31, 
6:63）、ヨハネ１章の前面には出ていない。東研究員は、むしろ、すべてのもの
がロゴスによって作られ、命があったとされること（1:3-4）をより積極的に評
価すべきであると主張した。
　またヨハネ福音書1章をマクフェイグなどのエコフェミニスト神学と対話しな
がら読むと、創造はいまだに完成に至るプロセスであるという「未完の創造」
という視点が浮上する。このようにエコフェミニスト神学との対話を深めてい
く時、エコロジカル聖書解釈はさらに意義ある展開をみせると考えられる。
　第5回研究会は3月10日に開催した。この研究会では、サリー・マクフェイグ
の『ケノーシス』（新教出版社、2020年）の合評会を行った。
（大宮　有博・プロジェクト代表）
